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１．主な研究分野 

 主な研究分野は,１つは学校ソーシャルワーク実践研究です。現在,学校現場は不登校,い

じめ,非行,児童虐待,学級崩壊等の課題に加え, 障害のある子どもたちへの特別支援教育の

充実が求められています。子どもたちへの支援として,心の支援に加え,学校・家庭・関係

機関が協働して取り組んでいくことが今日,切望されています。そして,そのつなぎ役して,

諸外国にはスクールソーシャルワーカー(SSW)が活躍しています。日本においても平成20年

度より文部科学省はSSWを学校に派遣する事業を開始しました。そのため,さらなる発展の

ための研究を行っています。２つめは知的障害・自閉症の人への地域生活支援方法の研究

です。今日,ノーマライゼーションの潮流により,障害のある人たちの住まいの場は入所施

設ではなく,地域で共に暮らす社会が求められています。しかし,知的障害や自閉症の人が

地域生活を継続していくためには,その支援方法を見つけ出していく必要があります。その

ための実践研究を行っています。 

 

２．研究業績 

①著書・論文 

＜著書＞ 

・日本学校ソーシャルワーク学会編（門田光司代表編集）『スクールソーシャルワーカー養

成テキスト』中央法規出版 2008 年 
・門田光司,奧村賢一『スクールソーシャルワーカーのしごと』中央法規出版,2009 年 

・門田光司,松浦賢長編著『不登校・ひきこもりサポートマニュアル』少年写真新聞社,2009 

 年 

・門田光司（分担）『スクールソーシャルわーくの実践方法』青弓社,2009 年 

・門田光司,鈴木庸裕編著『ハンドブック学校ソーシャルワーク演習』ミネルヴァ書房,2010 

 年 

・門田光司『学校ソーシャルワーク実践－国際動向とわが国での展開』ミネルヴァ書房,2010 

 年 
 
＜論文＞ 
・門田光司「学校現場の混乱の背景にある家族問題と支援方法－学校ソーシャルワークの

展開可能性」社会福祉研究,第 98 号,2007 年 
・門田光司「第３回国際学校ソーシャルワーク大会(釜山大学・韓国)について」学校ソーシ

ャルワーク研究,創刊号,2007 年 
・門田光司「個別の教育支援計画と学校ソーシャルワーク」学校ソーシャルワーク研究,第

2 号,2007 年 

 

②その他の業績 

＜学会報告＞ 

・自主シンポジウム「地方自治体の学校(スクール)ソーシャルワーカー事業における実践

課題と今後の展望」日本社会福祉学会第 55回大会(大阪市立大学),2007 年 9 月 

・自主シンポジウム「スクール（学校）ソーシャルワーク研究の現状と課題」日本社会福

祉学会第 56 回大会(岡山県立大学),2008 年 9 月 

・Koji Kadota: The effect of school social work intervention on students refusing to attend school in 
Japan. The 4rd International School Social Work Conference(Massey University,New 
Zealand),2009,April14-17. 

＜学会講演＞ 

・門田光司「社会的排除と学校ソーシャルワーク」日本社会福祉学会九州部会(長崎国際大

学),2008年12月 



 

３．外部研究資金 

・文部科学省科学研究費(基盤研究C)「わが国における学校ソーシャルワーカーの人材養成

に関する研究」350万円,平成19年度～平成21年度,研究代表者 

 

５．所属学会 

・日本学校ソーシャルワーク学会代表理事 

・日本社会福祉学会研究誌査読委員 

・日本特殊教育学会,日本行動療法学会,日本小児精神神経学会,日本地域福祉学会,日本心理

臨床学会,日本学校保健学会,日本ソーシャルワーク学会 

 

６．担当授業科目 

「障害者福祉論Ⅰ」(2単位・2年・前期),「障害者福祉論Ⅱ」(2単位・2年・後期),「社会

福祉援助技術演習Ⅰ」(2単位・2年・通年),「社会福祉援助技術現場実習指導」(3単位・2

年後期～3年前期),「社会福祉援助技術現場実習」(4単位・3年･前期),「社会福祉学演習」

(2単位・3年後期～4年前期),「卒論指導」(6単位・4年・後期),「ソーシャルワーク研究」

(2単位・大学院･前期),「ソーシャルワーク演習」(2単位・大学院･後期),「特別研究」(4

単位・大学院・通年) 

 

７．社会貢献活動 

・日本学校ソーシャルワーク学会代表理事 
・福岡県立大学不登校・ひきこもりサポートセンター長 
・社団法人北九州市障害福祉ボランティア協会理事長 
・福岡県障害者施策推進協議会会長 
・福岡県地域自立支援協議会会長 
・福岡県発達障害者支援体制整備検討委員会委員 
・北九州市障害者施策推進協議会会長 
・北九州市地域自立支援協議会会長 
・北九州市社会福祉法人等審査会委員 
・北九州市人権施策推進協議会委員 
・福岡県教育委員会スクールソーシャルワーカー運営協議会会長 
・福岡市教育委員会スクールソーシャルワーカー運営協議会会長 
・北九州市障害者相談支援事業協会理事 

・北九州市地域福祉振興協会理事 

・北九州市適応指導教室スーパーバイザー 
・その他多数 
 
８．学外講義・講演 

・北九州市教育センター「学校ソーシャルわーくの視点に立った子ども理解」(Ｈ21年6月19日) 
・八女保健環境福祉事務所「発達障害児の理解と支援のあり方」（Ｈ21年9月7日）、その他多数 

 

９．附属研究所の活動等 

・不登校・ひきこもりサポートセンター長 

・2010年3月11日内閣府主催「子ども・若者支援地域協議会設置に向けた相談会」(於：東

京)において,全国の中の先進事例４例のうちの１事例として「不登校・ひきこもりサポ

ートセンター」活動について内閣府より報告依頼を受け,報告した。 

 


